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一
　
は
じ
め
に
『
保
元
物
語
』
と
は
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
七
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
争
乱
、
保
元
の
乱
を
記
し
た
物
語
で
あ
る
。
保
元
の
乱
は
鳥
羽
法
皇
崩
御
の
後
、
法
皇
の
第
一
子
崇
徳
上
皇
と
第
四
子
後
白
河
天
皇
と
の
間
に
起
こ
っ
た
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
皇
室
内
の
抗
争
が
発
端
と
な
り
、
そ
こ
に
藤
原
忠
実
が
嫡
男
忠
通
か
ら
氏
長
者
を
剥
奪
す
る
事
件
を
契
機
に
対
立
し
て
い
た
藤
原
忠
実
・
次
男
頼
長
親
子
と
忠
通
が
そ
れ
ぞ
れ
崇
徳
院
、
後
白
河
天
皇
と
結
び
つ
き
、
更
に
は
源
氏
・
平
氏
を
は
じ
め
と
し
た
武
士
を
巻
き
込
み
武
力
を
も
っ
て
王
権
を
奪
取
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
争
乱
に
よ
っ
て
源
氏
は
棟
梁
為
義
と
嫡
男
義
朝
が
、
平
氏
は
叔
父
忠
正
と
甥
清
盛
が
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
皇
家
・
摂
関
家
・
武
家
各
々
の
確
執
が
絡
み
合
っ
た
こ
の
戦
い
は
、
慈
円
が
『
愚
管
抄
』
で
述
べ
た
よ
う
に
「
ム
サ
ノ
世
」
の
到
来
と
し
て
歴
史
認
識
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
人
々
は
ど
の
よ
う
に
保
元
の
乱
を
捉
え
て
い
た
の
か
。そ
の
一
端
を
半
井
本『
保
元
物
語
』の
結
語
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
保
元
ノ
乱
ニ
コ
ソ
、
親
ノ
頸
ヲ
切
ケ
ル
子
モ
有
ケ
レ
、
伯
父
ガ
頸
ヲ
切
甥
モ
ア
レ
、
兄
ヲ
流
ス
弟
モ
ア
レ
、
思
ニ
身
ヲ
投
ル
女
性
モ
ア
レ
、
是
コ
ソ
日
本
ノ
不
思
儀
也
シ
事
共
ナ
リ
「
不
思
儀
也
シ
事
」
と
は
、
常
人
に
は
思
い
が
け
な
い
事
で
あ
り
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
保
元
の
乱
こ
そ
こ
の
よ
う
な
異
常
事
態
を
生
ん
だ
、「
不
思
儀
也
シ
事
」
と
い
う
作
者
の
認
識
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
作
者
の
関
心
は
敗
者
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
『
保
元
物
語
』
の
主
題
を
「
崇
徳
院
怨
霊
鎮
魂
」
と
「
為
朝
の
英
雄
化
」
の
二
つ
に
見
出
し
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
為
義
の
最
期
、
幼
息
四
人
の
最
期
、
北
の
方
の
最
期
と
連
続
し
て
描
か
れ
る
「
源
氏
最
期
譚
」
も
、
栃
木
孝
惟
氏
が
敗
将
の
幼
き
子
ど
も
と
、
そ
の
妻
の
運
命
に
寄
せ
る
物
語
作
者
の
深
い
関
心
を
見
る
な
ら
ば
、
物
語
の
作
者
が
、
単
に
武
士
の
生
態
の
み
な
ら
ず
、
争
乱
と
い
う
一
つ
の
極
限
状
況
を
生
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
姿
に
あ
つ
い
ま
な
ざ
し
を
注
い
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に（１）、
物
語
構
成
に
置
い
て
重
要
な
主
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
大
島
龍
彦
氏
は
、
半
井
本
『
保
元
物
語
』
に
お
い
て
、
個
人
レ
ポ
ー
ト
『
保
元
物
語
』
諸
本
の
改
作
と
乙
若
の
人
物
像
大
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為
義
の
最
期
は
、
凡
庸
な
武
将
の
最
期
と
し
て
そ
れ
な
り
に
享
受
さ
れ
る
も
の
の
、
乱
と
は
距
離
の
あ
る
幼
少
の
子
供
ら
や
北
の
方
へ
の
悲
劇
の
飛
び
火
は
、
こ
れ
を
享
受
す
る
者
の
心
を
焦
が
し
て
止
ま
な
い
。
第
三
の
主
題
、「
源
氏
の
悲
劇
」
で
あ
る
。
と
、
述
べ
て
い
る（２）。
こ
の
母
子
の
哀
話
の
成
立
に
つ
い
て
野
中
哲
照
氏
は
、
こ
の
二
話
は
別
々
に
形
成
さ
れ
、「
天
台
宗
文
化
圏
の
女
性
信
者
た
ち
の
た
め
の
説
話
と
し
て
成
長
し
た
話
」
で
あ
り
、
後
に
『
保
元
物
語
』
に
組
み
込
ま
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
て
お
り（３）、
森
井
氏
は
既
に
「
語
り
も
の
」
と
し
て
存
在
し
て
い
た
哀
話
を
記
録
す
る
形
で
成
立
し
た
の
が
半
井
本
だ
と
指
摘
し
て
い
る（４）。
そ
の
他
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
こ
の
哀
話
は
既
に
存
在
し
て
い
た
素
材
を
作
者
が
考
え
る
「
源
氏
の
悲
劇
」
に
沿
う
よ
う
に
話
を
構
成
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
分
に
作
者
の
意
図
が
文
章
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
幼
息
最
期
譚
」
は
、
罪
の
な
い
子
供
達
に
襲
い
掛
か
る
残
酷
な
運
命
と
彼
ら
の
最
期
の
様
子
が
読
者
の
胸
を
打
つ
。
特
に
乙
若
は
、
幼
い
な
が
ら
も
年
長
の
兄
と
し
て
、源
氏
の
男
児
と
し
て
気
丈
に
振
舞
お
う
と
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。し
か
し
、『
保
元
物
語
』
を
は
じ
め
と
し
た
軍
記
物
語
で
は
、
諸
本
間
の
記
述
内
容
が
大
き
く
異
な
り
、
該
当
記
事
に
お
い
て
も
乙
若
の
人
物
像
は
諸
本
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
各
作
者
に
よ
っ
て
改
作
が
な
さ
れ
、
意
図
的
に
別
の
乙
若
像
を
作
り
上
げ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
違
い
こ
そ
、
各
作
者
の
『
保
元
物
語
』
の
主
題
「
源
氏
の
悲
劇
」
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。本
稿
で
は
『
保
元
物
語
』「
幼
息
最
期
譚
」
に
お
け
る
改
作
、
乙
若
像
の
割
れ
か
ら
各
諸
本
の
制
作
意
図
の
一
端
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
引
用
は
全
て
『
保
元
物
語
六
本
対
観
表
』
を
使
用
し
、
本
書
に
倣
い
、
使
用
す
る
伝
本
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
こ
と
と
す
る
。
〈
半
井
本
〉
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
半
井
本
〈
鎌
倉
本
〉
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
鎌
倉
康
豊
本
及
び
文
保
本
（
中
巻
）
〈
金
刀
本
〉
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
〈
京
図
本
〉
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
〈
古
活
字
本
〉
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
古
活
字
本
二
　
諸
本
の
特
徴
『
保
元
物
語
』
の
系
統
分
類
法
に
つ
い
て
は
、
永
積
安
明
氏
に
よ
っ
て
現
在
の
基
盤
と
な
る
分
類
・
整
理
が
行
わ
れ（５）、
次
に
犬
井
善
壽
氏
に
よ
っ
て
、
永
積
氏
の
分
類
を
修
正
す
る
形
で
新
た
な
分
類
法
が
提
示
さ
れ
た（６）。
現
在
、
原
水
民
樹
氏
の
犬
井
分
類
を
基
盤
と
し
た
新
た
な
分
類
法
が
最
も
信
用
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
原
水
氏
の
系
統
分
類
法
に
従
っ
て
諸
本
の
系
列
を
記
す（７）。
半
井
本
（
文
保
・
半
井
本
系
列
）
⑴　
成
立
期
本
系
統
に
属
す
る
文
保
本
は
中
巻
の
み
現
存
し
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
書
写
の
奥
書
を
持
つ
現
存
最
古
の
伝
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
蔵
本
等
の
該
当
伝
本
は
室
町
時
代
後
期
以
降
の
書
写
で
あ
る
が
、
文
保
本
と
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
た
め
最
も
古
態
を
保
つ
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
⑵　
性
格
永
積
氏
は
、
半
井
本
の
特
質
を
、
年
代
記
的
性
質
、
説
話
的
挿
話
を
多
く
含
む
点
に
み
て
い
る（８）。
ま
ず
、
第
一
の
特
質
で
あ
る
年
代
記
的
性
格
は
、
他
本
と
比
べ
て
最
も
顕
著
で
あ
り
、
素
朴
な
実
録
性
が
覗
え
る
。
第
二
の
特
質
は
、「
挿
話
的
な
部
分
が
相
当
量
を
占
め
、
保
元
の
乱
の
過
程
で
生
ま
れ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
挿
話
を
多
く
含
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み
、
そ
の
場
に
居
あ
わ
せ
た
人
び
と
の
口
語
り
に
も
と
づ
く
聞
き
書
き
的
な
性
格
を
持
つ
、
い
わ
ば
説
話
的
部
分
」
で
あ
り
、「
な
ま
な
ま
し
い
関
心
や
新
鮮
な
興
味
に
さ
さ
え
ら
れ
た
、
き
わ
め
て
ヴ
ァ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
と
む
形
象
を
え
て
い
る
」
が
、
そ
の
構
成
は
い
ま
ひ
と
つ
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
文
学
的
完
成
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い
え
よ
う
。
鎌
倉
本
（
鎌
倉
本
系
列
）
⑴　
成
立
期
成
立
期
は
不
明
。
だ
が
、
崇
徳
院
配
流
関
係
記
事
、
頼
長
死
骸
実
検
記
事
に
お
い
て
、
鎌
倉
本
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
類
似
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
鎌
倉
本
が
延
慶
本
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
延
慶
二
、三
年
（
一
三
〇
九
、一
〇
）
年
を
成
立
の
下
限
に
設
定
で
き
る
。
⑵　
性
格
鎌
倉
本
は
半
井
本
系
統
か
ら
、
根
津
本
系
統
、
宝
徳
本
系
統
へ
の
媒
介
的
要
素
を
も
つ
本
で
あ
り
、
物
語
の
構
成
と
し
て
は
極
め
て
金
刀
本
に
近
い
が
、
独
自
の
性
格
を
有
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
永
積
氏
は
「
年
代
記
的
な
正
確
性
」
を
認
め
て
い
る
が
、
原
水
氏
は
こ
れ
を
他
系
統
と
比
べ
て
も
さ
ほ
ど
忠
実
と
は
言
え
な
い
と
し
、
史
実
回
帰
の
姿
勢
は
見
ら
れ
る
が
徹
底
的
で
は
く
、
時
に
は
史
実
性
を
犠
牲
に
し
て
虚
構
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
鎌
倉
本
の
作
者
は
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
記
事
再
編
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
京
図
本
（
根
津
本
系
列
）
⑴　
成
立
期
金
刀
本
同
様
、
成
立
期
の
上
限
は
不
明
で
あ
る
。
原
水
氏
に
よ
る
と
学
習
院
大
学
蔵
本
『
忠
光
卿
記
』
の
紙
背
に
、
該
系
統
の
本
文
の
一
部
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、『
忠
光
卿
記
』
が
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
の
奥
書
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
成
立
期
の
下
限
を
こ
の
年
次
に
置
く
こ
と
が
出
来
る
。
⑵　
性
格
永
積
氏
は
、「
半
井
本
に
特
徴
的
な
、
個
々
の
場
面
で
の
口
語
り
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
、
素
朴
で
説
話
的
挿
話
へ
の
関
心
」
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
お
り
、「
京
図
本
は
他
類
の
伝
本
に
な
い
俗
語
的
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
平
俗
な
文
体
に
特
徴
が
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
没
個
性
的
と
み
ら
れ
る
京
図
本
で
あ
る
が
、
現
存
伝
本
数
は
金
刀
本
に
次
い
で
多
く
、
か
つ
て
は
か
な
り
普
及
し
て
い
た
系
統
で
あ
る
。
京
図
本
に
は
内
記
平
太
の
別
れ
、
源
八
と
乙
若
の
別
れ
な
ど
、
独
自
の
増
補
記
事
を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
原
水
氏
は
唱
導
性
の
問
題
と
時
宗
と
の
関
わ
り
を
示
唆
し
て
い
る（９）。
金
刀
比
羅
本
（
宝
徳
本
系
列
）
⑴　
成
立
期
成
立
上
限
は
不
明
で
あ
る
が
、
該
系
統
に
属
す
る
陽
明
文
庫
蔵
本
が
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
の
奥
書
を
有
す
る
こ
と
か
ら
下
限
を
こ
の
年
次
に
置
く
事
が
出
来
る
。
ま
た
、
原
水
氏
は
『
白
峯
寺
縁
起
』『
庶
軒
日
録
』
が
、
宝
徳
本
も
し
く
は
該
系
統
の
如
き
本
文
を
摂
取
・
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
該
系
統
の
成
立
下
限
を
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
に
置
け
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る）（1
（
。
ま
た
氏
の
説
が
正
し
か
っ
た
場
合
、
根
津
本
系
統
の
成
立
下
限
も
繰
り
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
⑵　
性
格
「
先
例
・
典
拠
の
権
威
を
ふ
ま
え
て
述
懐
し
た
り
、
和
歌
や
古
典
文
献
を
援
用
し
た
り
し
て
貴
族
た
ち
の
悲
運
の
詠
嘆
を
盛
り
上
げ
る
」
も
の
で
あ
り
、
王
朝
を
意
識
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
永
積
氏
は
、「
金
刀
本
は
、
全
体
の
構
成
の
再
編
成
と
い
う
点
で
は
、
並
々
な
ら
ぬ
力
量
を
発
揮
し
、
文
学
的
な
表
現
に
お
い
て
は
、
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諸
本
中
、
最
高
度
の
成
熟
を
示
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
お
り）（（
（
、
文
学
的
完
成
度
は
諸
本
の
中
で
最
も
高
い
。
そ
の
た
め
、
半
井
本
の
よ
う
な
素
朴
な
実
録
性
か
ら
な
さ
れ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
薄
れ
て
い
る
。
古
活
字
本
（
流
布
本
系
列
）
⑴　
成
立
期
従
来
の
研
究
で
は
、
流
布
本
は
『
壒
嚢
鈔
』
と
の
関
係
に
よ
り
、
上
限
を
『
壒
嚢
鈔
』
が
成
立
し
た
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
か
ら
、『
壒
嚢
鈔
』
が
流
布
し
た
と
さ
れ
る
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
の
間
に
置
か
れ
、
下
限
は
古
活
字
本
版
が
流
布
し
た
慶
長
年
間
（
一
五
六
九
～
一
六
一
五
）
と
さ
れ
て
き
た
。
近
年
、
滝
澤
み
か
氏
が
『
榻
鴫
暁
筆
』
の
一
部
に
流
布
本
『
保
元
物
語
』
を
元
に
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
成
立
下
限
を
、『
榻
鴫
暁
筆
』
が
流
布
し
た
「
一
五
五
〇
～
一
五
六
〇
年
前
後
」
以
前
と
み
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た）（1
（
。
こ
の
説
に
従
う
と
流
布
本
の
形
成
期
が
か
な
り
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
⑵　
性
格
流
布
本
系
統
の
本
文
は
半
井
本
系
統
に
近
い
。
原
水
氏
は
、
永
積
氏
の
見
解
を
参
考
に
流
布
本
系
統
の
性
格
を
「
一
、政
道
論
の
増
加　
二
、故
事
・
来
歴
の
追
加　
三
、
記
録
的
様
相
の
追
加　
四
、
筋
本
位
の
記
述
」
と
ま
と
め
て
い
る）（1
（
。
そ
の
た
め
「
筋
本
位
の
記
述
」
に
よ
っ
て
、
人
物
描
写
に
乏
し
く
、
物
語
の
本
筋
に
関
係
の
な
い
記
事
は
削
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
三
　
諸
本
の
改
作
次
に
、「
幼
息
最
期
譚
」
に
お
け
る
諸
本
の
改
作
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
後
掲
の
表
は
該
当
記
事
「
義
朝
幼
少
の
弟
悉
く
失
る
る
事
」
の
構
成
の
違
い
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
’
」
が
つ
い
た
番
号
は
半
井
本
と
異
同
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
鎌
倉
本
、
京
図
本
、
金
刀
本
で
は
6
─
8
、
36
─
39
の
展
開
に
顕
著
な
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
二
箇
所
は
乙
若
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
乙
若
の
感
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
乙
若
に
関
す
る
改
作
は
次
項
で
述
べ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
改
作
に
着
目
す
る
。
次
に
半
井
本
と
比
較
し
て
改
作
が
み
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
詳
し
く
み
る
。
鎌
倉
本
10
、26
─
29
、49
は
独
自
の
記
事
、構
成
で
あ
り
、全
て
傅
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
10
で
傅
を
連
れ
ず
に
子
供
達
の
み
を
連
れ
出
し
た
か
の
よ
う
な
文
章
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
が
、
該
当
記
事
の
前
半
に
傅
の
存
在
を
記
す
こ
と
で
、
読
者
に
傅
も
主
人
公
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
26
─
29
は
他
本
が
28
、
29
、
26
と
展
開
す
る
の
に
対
し
、
先
に
乙
若
が
弟
達
を
先
立
た
せ
よ
う
と
す
る
点
、
27
の
独
自
の
記
述
が
あ
る
点
か
ら
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉
本
の
傅
は
27
、
34
と
二
度
に
わ
た
っ
て
乙
若
に
制
さ
れ
て
い
る
上
に
、
28
で
他
本
で
は
泣
く
泣
く
髪
結
い
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
鎌
倉
本
は
泣
く
ば
か
り
で
髪
結
い
も
で
き
ず
、
ひ
ど
く
狼
狽
し
て
い
る
。
’46
─
’47
で
は
帰
ろ
う
と
す
る
波
多
野
に
対
し
義
朝
へ
の
伝
言
と
し
て
胸
の
内
を
明
か
し
、
自
害
す
る
。
波
多
野
の
人
物
像
の
違
い
か
ら
独
自
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
記
平
太
に
続
き
他
の
傅
も
自
害
す
る
流
れ
は
他
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
本
で
は
傅
の
志
の
深
さ
を
賞
賛
す
る
評
語
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
波
多
野
を
「
流
石
に
石
木
の
身
な
ら
ね
ば
、
生
き
た
心
地
も
せ
ざ
り
け
り
」
と
書
く
こ
と
で
傅
達
の
死
が
壮
絶
で
あ
っ
た
こ
と
を
印
象
付
け
て
い
る
。
以
上
か
ら
作
者
の
傅
に
対
す
る
強
い
関
心
が
窺
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
改
作
に
よ
っ
て
、
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
乙
若
達
よ
り
も
傅
の
方
が
印
象
に
強
く
残
り
、
傅
の
志
の
深
さ
を
話
の
中
心
に
据
え
改
作
を
行
っ
た
作
者
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
─ 37 ─
半
井
本
１　
義
朝
に
幼
少
の
弟
斬
首
の
宣
旨
が
下
る
２　
義
朝
、
波
多
野
に
下
命
３　
四
人
の
紹
介
４　
波
多
野
、
公
達
を
欺
く
５　
四
人
と
も
喜
ぶ
９　
屠
所
に
向
か
う
羊
の
如
き
様
子
11　
船
岡
山
へ
到
着
12　
天
王
父
を
探
す
14　
波
多
野
真
実
を
告
げ
る
15　
四
人
と
も
嘆
く
鎌
倉
本
１　
義
朝
に
幼
少
の
弟
斬
首
の
宣
旨
が
下
る
２　
義
朝
、
波
多
野
に
下
命
４　
波
多
野
、
公
達
を
欺
く
３　
四
人
の
紹
介
５’　
弟
達
喜
ぶ
６　
乙
若
、
波
多
野
を
不
審
に
思
う
７　
波
多
野
、
乙
若
の
疑
念
を
否
定
８　
乙
若
、母
を
待
と
う
と
す
る
も
、
心
な
ら
ず
輿
に
乗
る
10　
傅
等
跡
を
追
う
11　
船
岡
山
へ
到
着
’12　
弟
達
父
を
探
す
13　
乙
若
嘆
く
14　
波
多
野
真
実
を
告
げ
る
’15　
弟
達
嘆
く
京
図
本
１　
義
朝
に
幼
少
の
弟
斬
首
の
宣
旨
が
下
る
２　
義
朝
、
波
多
野
に
下
命
４　
波
多
野
、
公
達
を
欺
く
３　
四
人
の
紹
介
６’
　
乙
若
、
弟
達
に
輿
に
乗
る
よ
う
勧
め
る
８　
乙
若
、母
を
待
と
う
と
す
る
も
、
心
な
ら
ず
輿
に
乗
る
９　
屠
所
に
向
か
う
羊
の
如
き
様
子
11　
船
岡
山
へ
到
着
12　
天
王
父
を
探
す
14　
波
多
野
真
実
を
告
げ
る
15　
四
人
と
も
嘆
く
17　
波
多
野
、
兵
達
涙
を
流
す
金
刀
本
１　
義
朝
に
幼
少
の
弟
斬
首
の
宣
旨
が
下
る
２　
義
朝
、
波
多
野
に
下
命
４　
波
多
野
、
公
達
を
欺
く
３　
四
人
の
紹
介
’5　
弟
達
喜
ぶ
６　
乙
若
、
波
多
野
を
不
審
に
思
う
７　
波
多
野
、
乙
若
の
疑
念
を
否
定
８　
乙
若
、母
を
待
と
う
と
す
る
も
、
心
な
ら
ず
輿
に
乗
る
９　
屠
所
に
向
か
う
羊
の
如
き
様
子
11　
船
岡
山
へ
到
着
’12　
弟
達
父
を
探
す
13　
乙
若
嘆
く
14　
波
多
野
真
実
を
告
げ
る
’15　
弟
達
嘆
く
16　
乙
若
忍
び
泣
く
古
活
字
本
１　
義
朝
に
幼
少
の
弟
斬
首
の
宣
旨
が
下
る
２　
義
朝
、
波
多
野
に
下
命
３　
四
人
の
紹
介
４　
波
多
野
、
公
達
を
欺
く
５　
四
人
と
も
喜
ぶ
９　
屠
所
に
向
か
う
羊
の
如
き
様
子
11　
船
岡
山
へ
到
着
12　
天
王
父
を
探
す
14　
波
多
野
真
実
を
告
げ
る
─ 38 ─
半
井
本
18　
天
王
（
鶴
若
）
哀
願
19　
鶴
若
（
亀
若
）
哀
願
20　
亀
若
泣
く
ば
か
り
21　
乙
若
、
弟
達
を
叱
責
22　
弟
達
念
仏
を
唱
え
る
23　
兵
達
涙
を
流
す
24　
作
者
評
言
（
源
氏
の
子
は
幼
く
と
も
心
は
猛
々
し
い
）
25　
波
多
野
の
鎧
が
涙
で
洗
革
に
28　
傅
、
弟
達
の
髪
を
結
う
29　
傅
の
嘆
き
26　
乙
若
、
弟
達
を
先
立
た
せ
よ
う
と
す
る
33　
弟
達
斬
首
鎌
倉
本
’18　
弟
達
哀
願
21　
乙
若
、
弟
達
を
叱
責
（
’24
）
22　
弟
達
念
仏
を
唱
え
る
26　
乙
若
、
弟
達
を
先
立
た
せ
よ
う
と
す
る
27　
傅
嘆
き
、
乙
若
制
す
る
’28　
傅
、
弟
達
の
髪
を
結
え
ず
29　
傅
の
嘆
き
33　
弟
達
斬
首
京
図
本
18　
天
王
（
鶴
若
）
哀
願
19　
鶴
若
（
亀
若
）
哀
願
21　
乙
若
、
弟
達
を
叱
責
23　
兵
達
涙
を
流
す
28　
傅
、
弟
達
の
髪
を
結
う
29　
傅
の
嘆
き
26　
乙
若
、
弟
達
を
先
立
た
せ
よ
う
と
す
る
32　
乙
若
諭
す
（
’24
）
33　
弟
達
斬
首
金
刀
本
18　
天
王
（
鶴
若
）
哀
願
19　
鶴
若
（
亀
若
）
哀
願
21　
乙
若
、
弟
達
を
叱
責
22　
弟
達
念
仏
を
唱
え
る
23　
兵
達
涙
を
流
す
25　
波
多
野
の
鎧
が
涙
で
洗
革
に
28　
傅
、
弟
達
の
髪
を
結
う
29　
傅
の
嘆
き
26　
乙
若
、
弟
達
を
先
立
た
せ
よ
う
と
す
る
30　
弟
達
、
太
刀
に
怯
え
乳
母
と
共
に
泣
く
31　
波
多
野
の
嘆
き
32　
乙
若
叱
責
（
’24
）
33　
弟
達
斬
首
古
活
字
本
18　
天
王
（
鶴
若
）
哀
願
19　
鶴
若
（
亀
若
）
哀
願
21　
乙
若
、
弟
達
を
叱
責
（
’24
）
22　
弟
達
念
仏
を
唱
え
る
23　
兵
達
涙
を
流
す
28　
傅
、
弟
達
の
髪
を
結
う
29　
傅
の
嘆
き
26　
乙
若
、
弟
達
を
先
立
た
せ
よ
う
と
す
る
33　
弟
達
斬
首
─ 39 ─
半
井
本
35　
乙
若
嘆
く
40　
乙
若
述
懐
41　
乙
若
、
波
多
野
に
形
見
を
託
す
45　
乙
若
斬
首
46　
傅
の
嘆
き
47　
内
記
平
太
の
嘆
き
48　
傅
等
自
害
50　
波
多
野
乙
若
の
遺
言
を
守
る
52　
実
検
53　
円
覚
寺
に
葬
る
鎌
倉
本
34　
傅
嘆
き
、
乙
若
制
す
35　
乙
若
嘆
く
36　
乙
若
、
弟
達
の
首
を
拭
う
38　
乙
若
、
弟
達
を
偲
ぶ
39　
弟
達
の
首
を
納
め
る
41　
乙
若
、
波
多
野
に
形
見
を
託
す
42　
乙
若
、
義
朝
を
批
判
43　
母
へ
の
思
い
45　
乙
若
斬
首
’46　
傅
の
嘆
き
、
　
　
波
多
野
帰
ろ
う
と
す
る
’47　
内
記
平
太
、
波
多
野
を
留
め
、
義
朝
に
伝
言
を
頼
む
48　
傅
等
自
害
49　
傅
に
対
し
て
の
評
語
’52　
実
検
す
る
に
及
ば
ず
53　
円
覚
寺
に
葬
る
京
図
本
34　
傅
嘆
き
、
乙
若
制
す
36　
乙
若
、
弟
達
の
首
を
拭
う
37　
兵
達
涙
を
流
す
38　
乙
若
、
弟
達
を
偲
ぶ
39　
弟
達
の
首
を
納
め
る
44　
乙
若
と
源
八
の
別
れ
45　
乙
若
斬
首
46　
傅
の
嘆
き
47　
内
記
平
太
の
嘆
き
48　
傅
等
自
害
51　
兵
達
涙
を
流
す
52　
実
検
53　
円
覚
寺
に
葬
る
金
刀
本
36　
乙
若
、
弟
達
の
首
を
拭
う
38　
乙
若
、
弟
達
を
偲
ぶ
39　
弟
達
の
首
を
納
め
る
40　
乙
若
述
懐
41　
乙
若
、
波
多
野
に
形
見
を
託
す
42　
乙
若
、
義
朝
を
批
判
43　
母
へ
の
思
い
45　
乙
若
斬
首
’46　
傅
の
嘆
き
、
船
岡
山
に
対
す
る
評
語
47　
内
記
平
太
の
嘆
き
48　
傅
等
自
害
’52　
実
検
す
る
に
及
ば
ず
53　
円
覚
寺
に
葬
る
古
活
字
本
36　
乙
若
、
弟
達
の
首
を
拭
う
38　
乙
若
、
弟
達
を
偲
ぶ
40　
乙
若
述
懐
41　
乙
若
、
波
多
野
に
形
見
を
託
す
43　
母
へ
の
思
い
45　
乙
若
斬
首
46　
傅
の
嘆
き
47　
内
記
平
太
の
嘆
き
48　
傅
等
自
害
49　
傅
に
対
し
て
の
評
語
’52　
実
検
す
る
に
及
ば
ず
53　
円
覚
寺
に
葬
る
─ 40 ─
京
図
本
京
図
本
は
、
44
の
独
自
の
増
補
記
事
や
、
47
の
場
面
が
他
本
に
な
い
設
定
を
も
っ
て
描
か
れ
る
な
ど
傅
に
関
す
る
改
作
が
み
ら
れ
る
。
44
で
は
、
乙
若
が
傅
へ
の
思
い
を
吐
露
し
、
自
身
の
傅
の
源
八
の
手
を
取
っ
て
泣
き
、
そ
れ
に
対
し
て
源
八
も
乙
若
へ
の
忠
誠
心
を
表
し
、
乙
若
の
膝
に
顔
を
当
て
て
泣
く
。
こ
の
描
写
に
よ
っ
て
乙
若
と
傅
の
関
係
の
深
さ
を
読
者
に
示
し
、
乙
若
の
死
後
、
傅
等
の
嘆
き
に
共
感
を
持
た
せ
る
効
果
が
あ
る
。
47
で
内
記
平
太
と
天
王
の
懐
古
談
を
語
る
が
、
こ
れ
ら
の
場
面
に
対
し
原
水
氏
は
「
京
図
本
に
特
有
の
内
記
平
太
や
源
八
の
言
に
表
白
さ
れ
て
い
る
感
情
の
う
ね
り
は
、
主
従
の
情
誼
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
骨
肉
の
情
が
近
い
性
格
の
も
の
と
い
え
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る）（1
（
。
波
多
野
や
傅
、
そ
の
場
に
い
る
兵
な
ど
周
囲
の
人
間
の
落
涙
描
写
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
京
図
本
の
落
涙
描
写
は
、
29
で
涙
を
堪
え
る
傅
や
、
36
で
乙
若
自
ら
弟
達
の
顔
に
つ
い
た
血
を
拭
う
様
子
、
48
で
そ
の
場
に
い
る
従
者
全
員
が
自
害
し
た
様
子
な
ど
、
凄
惨
な
場
面
に
使
用
さ
れ
、「
み
な
ひ
と
袖
を
ぞ
し
ぼ
り
け
り
」
「
な
み
だ
を
な
が
し
け
る
」
な
ど
唱
導
文
学
の
語
り
を
彷
彿
と
さ
せ
る
表
現
で
あ
り
、
読
者
の
同
情
心
を
煽
る
。
以
上
か
ら
、
京
図
本
の
特
徴
は
、
鎌
倉
本
と
は
違
っ
た
形
で
傅
に
関
す
る
記
事
を
増
補
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
周
囲
の
者
の
落
涙
描
写
が
最
も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
周
囲
の
人
間
の
涙
や
嘆
き
を
詳
細
に
描
く
こ
と
で
、
公
達
等
の
残
酷
な
最
期
を
語
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
金
刀
本
金
刀
本
の
改
作
は
乙
若
の
描
写
や
、
30
─
32
に
あ
る
よ
う
な
物
語
の
本
筋
に
関
わ
る
改
作
で
あ
る
。
乙
若
に
つ
い
て
は
次
項
で
触
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
30
─
32
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
30
で
太
刀
の
姿
を
見
た
こ
と
で
死
を
恐
れ
、
傅
に
す
が
り
つ
く
弟
達
と
、
い
け
な
い
事
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
抱
き
し
め
、
涙
を
流
す
傅
を
描
く
こ
と
で
、
ま
だ
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
子
供
達
の
幼
さ
と
、
そ
の
幼
い
子
供
達
を
斬
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
波
多
野
に
任
せ
ら
れ
た
役
目
の
重
さ
、
残
酷
さ
が
際
立
つ
。
さ
ら
に
、
本
当
は
公
達
を
連
れ
て
逃
げ
た
い
と
い
う
本
音
や
、
そ
れ
で
も
主
君
の
義
朝
を
優
先
す
る
他
な
い
波
多
野
の
心
の
内
が
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
残
酷
な
場
面
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
’46
で
は
主
人
を
失
い
嘆
き
悲
し
む
傅
等
の
様
子
を
淡
々
と
記
し
た
後
、
船
岡
山
と
い
う
場
所
を
印
象
付
け
る
よ
う
な
評
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
金
刀
本
は
、
物
語
の
本
筋
に
関
わ
る
改
作
を
加
え
る
こ
と
で
、
船
岡
山
で
起
き
た
残
酷
な
出
来
事
と
し
て
読
者
に
印
象
付
け
て
い
る
。
古
活
字
本
古
活
字
本
は
物
語
の
本
筋
に
関
わ
ら
な
い
程
度
の
削
除
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
中
で
増
補
さ
れ
て
い
る
の
が
43
、
47
、
48
で
あ
る
。
47
は
概
ね
半
井
本
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
古
活
字
本
の
方
が
よ
り
詳
細
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
物
描
写
に
意
欲
を
示
さ
な
い
流
布
本
系
統
に
お
い
て
、
こ
の
増
補
は
傅
に
対
す
る
作
者
の
興
味
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
本
同
様
、
傅
の
志
の
深
さ
を
称
賛
す
る
評
語
が
加
え
ら
れ
る
が
、
古
活
字
本
で
は
次
項
で
触
れ
る
と
お
り
、
武
家
の
子
と
し
て
模
範
的
な
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
乙
若
に
相
応
し
い
傅
と
し
て
の
あ
り
方
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
鎌
倉
本
の
作
者
の
描
く
傅
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
四
　
乙
若
像
の
割
れ
幼
い
な
が
ら
も
年
長
者
と
し
て
気
丈
に
振
る
舞
い
、
潔
い
死
を
遂
げ
る
乙
若
の
健
気
な
姿
は
、
物
語
の
悲
劇
性
を
高
め
、
多
く
の
人
の
涙
を
誘
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
幼
息
最
後
譚
、
特
に
乙
若
の
人
物
像
に
大
き
な
異
同
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
乙
若
の
─ 41 ─
人
物
像
も
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
こ
で
は
、
半
井
本
の
乙
若
像
を
中
心
に
他
本
と
比
較
す
る
こ
と
で
乙
若
の
人
物
像
を
明
確
化
す
る
。
乙
若
の
立
ち
位
置
こ
こ
で
、
乙
若
の
物
語
中
に
お
け
る
立
ち
位
置
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
、
半
井
本
で
は
「
四
人
ノ
子
共
、（
中
略
）
輿
ノ
中
ヘ
争
イ
入
コ
ソ
無
慚
ナ
レ
」、「
四
人
ノ
子
共
是
聞
テ
、
声
ヲ
上
テ
ゾ
ヲ
メ
キ
叫
ビ
給
フ
」
の
よ
う
に
冒
頭
部
で
は
四
人
が
ま
と
め
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
波
多
野
か
ら
真
実
を
告
げ
ら
れ
て
か
ら
は
、
現
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
動
揺
す
る
弟
達
と
は
対
照
的
に
「
涙
ヲ
押
サ
ヘ
テ
、
サ
ラ
ヌ
様
ニ
モ
テ
ナ
シ
」、
乙
若
は
冷
静
に
な
り
弟
達
を
諭
し
、
こ
の
記
述
を
起
点
に
乙
若
個
人
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
幼
い
弟
達
と
差
別
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
鎌
倉
本
・
金
刀
本
で
は
父
が
船
岡
山
で
呼
ん
で
い
る
と
い
う
波
多
野
を
不
審
に
思
う
乙
若
が
、
京
図
本
・
古
活
字
本
で
は
兄
弟
を
代
表
し
て
父
に
会
え
る
こ
と
を
嬉
し
い
と
思
う
乙
若
が
描
か
れ
て
お
り
、
最
初
か
ら
乙
若
が
兄
弟
と
差
別
化
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
半
井
本
の
描
写
に
つ
い
て
滝
澤
み
か
氏
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
さ
れ
て
い
る）（1
（
。
四
人
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
反
応
を
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
も
年
齢
が
幼
い
者
か
ら
で
あ
り
、四
人
を
平
等
に
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、乙
若
に
つ
い
て
「
涙
ヲ
押
ヘ
テ
、
サ
ラ
ヌ
様
ニ
モ
テ
ナ
シ
」
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
乙
若
は
他
の
弟
た
ち
と
差
別
化
さ
れ
て
い
く
（
中
略
）
す
な
わ
ち
、
初
め
は
弟
た
ち
と
一
緒
に
嬉
し
が
る
無
邪
気
な
姿
が
書
か
れ
る
分
、
彼
の
変
化
が
際
立
ち
、
乙
若
が
変
化
し
て
い
く
そ
の
過
程
に
重
き
を
置
い
た
作
り
と
な
っ
て
い
る
鎌
倉
本
・
金
刀
本
で
は
、
一
貫
し
て
聡
明
な
乙
若
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、
半
井
本
で
は
こ
の
よ
う
に
変
化
の
過
程
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
事
か
ら
、
作
者
の
考
え
る
人
物
像
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
乙
若
の
人
物
造
形
諸
本
で
描
か
れ
る
乙
若
は
、
二
つ
の
人
物
像
に
大
別
で
き
る
。
第
一
に
、
半
井
本
・
京
図
本
・
古
活
字
本
の
よ
う
な
、
穏
や
か
で
冷
静
、
か
つ
大
人
ら
し
い
性
格
の
乙
若
像
。
第
二
に
鎌
倉
本
・
金
刀
比
羅
本
の
よ
う
に
、
一
貫
し
て
聡
明
で
あ
り
、
武
家
の
子
ら
し
く
荒
々
し
く
情
に
厚
い
性
格
の
乙
若
像
で
あ
る
。
ま
ず
、
穏
や
か
さ
だ
が
、
半
井
本
・
古
活
字
本
と
京
図
本
で
は
そ
の
意
味
合
い
が
異
な
る
。
半
井
本
・
古
活
字
本
で
は
冷
静
さ
が
際
立
つ
の
に
対
し
、
京
図
本
で
は
乙
若
の
感
情
の
揺
れ
が
描
か
れ
、
弟
思
い
の
優
し
い
兄
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
半
井
本
は
、
最
初
こ
そ
涙
を
流
す
描
写
は
あ
る
も
の
の
、
弟
達
を
叱
責
し
潔
い
死
へ
と
導
く
役
目
を
担
っ
て
か
ら
は
涙
の
描
写
が
な
く
な
り
冷
静
さ
が
際
立
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
乙
若
の
特
徴
と
し
て
「
家
」
意
識
が
あ
る
が
、
半
井
本
に
の
み
見
ら
れ
る
「
死
シ
テ
後
ハ
、
面
能
ク
洗
テ
、
髪
能
摩
付
テ
、
本
結
能
シ
テ
、
左
馬
頭
ニ
ハ
見
セ
申
セ
、義
通
。サ
ス
ガ
ニ
我
等
ガ
キ
タ
ナ
ゲ
ナ
ラ
バ
、片
腹
イ
タ
ク
思
ハ
ン
ズ
ル
」
と
い
う
発
言
は
、
乙
若
が
体
裁
を
気
に
し
て
義
朝
に
配
慮
し
た
か
の
よ
う
で
、
半
井
本
で
は
特
に
「
世
間
の
目
を
気
に
す
る
」
点
が
強
く
表
れ
て
い
る
。
一
方
、
古
活
字
本
で
は
乙
若
を
は
じ
め
、
四
人
の
子
供
達
か
ら
涙
を
徹
底
的
に
削
除
す
る
。
こ
の
改
作
に
加
え
て
乙
若
の
発
言
に
「
家
の
為
に
も
恥
辱
成
」
と
「
家
」
意
識
が
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
点
、
自
ら
の
首
を
入
れ
る
ほ
か
い
の
存
在
を
尋
ね
、
涙
を
流
す
こ
と
な
く
弟
た
ち
の
首
に
付
い
た
血
を
拭
う
な
ど
す
る
点
、
自
ら
の
死
の
直
前
に
母
を
案
じ
る
発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
滝
澤
氏
は
、
乙
若
は
「
常
に
冷
静
な
子
ど
も
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
極
限
状
況
下
に
お
い
て
も
冷
静
な
姿
勢
が
一
貫
し
て
い
る
の
は
、「
す
な
わ
ち
、乙
若
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
は
、
─ 42 ─
幼
い
な
が
ら
も
何
が
起
き
て
も
冷
静
な
、
武
の
「
家
」
の
子
ど
も
と
し
て
規
範
と
な
る
姿
で
あ
る）（1
（
」
と
述
べ
て
い
る
。
古
活
字
本
の
乙
若
に
武
家
の
子
供
と
し
て
の
理
想
が
投
影
さ
れ
た
結
果
、
感
情
の
起
伏
が
一
切
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
京
図
本
の
穏
や
か
さ
は
、
乙
若
が
怒
ら
な
い
点
に
起
因
す
る
。
弟
達
を
叱
責
す
る
場
面
も
京
図
本
で
は
、「『
た
ゞ
仏
の
み
な
を
と
な
へ
給
へ
』
と
、
お
と
な
し
や
か
に
お
し
へ
け
る
に
も
」
と
、
諭
す
、
教
え
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
変
わ
る
。
乙
若
と
傅
と
の
別
れ
の
場
面
で
も
、「
弟
ど
も
の
め
の
と
を
し
だ
ひ
に
よ
び
よ
せ
て
、
…
な
ん
ど
お
と
な
し
や
か
に
い
ひ
を
き
て
」
と
、
乙
若
の
言
動
に
対
し
て
「
お
と
な
し
や
か
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
お
り
、
作
者
が
乙
若
は
穏
や
か
で
大
人
ら
し
い
人
物
だ
と
読
者
に
印
象
付
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
乙
若
と
源
八
の
別
れ
が
描
か
れ
、
互
い
に
涙
を
流
す
こ
と
か
ら
主
従
関
係
の
深
さ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
乙
若
に
情
け
深
さ
を
加
え
、
さ
ら
に
物
語
の
哀
愁
を
強
く
し
て
い
る
。
次
に
、
鎌
倉
本
・
金
刀
本
に
み
ら
れ
る
武
家
の
子
ら
し
い
荒
々
し
さ
、
人
情
深
さ
、
聡
明
さ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
と
も
に
似
た
本
文
を
持
つ
た
め
、
義
通
に
取
り
付
き
泣
い
て
い
る
弟
達
を
引
き
離
し
、
叱
責
す
る
荒
々
し
い
様
子
や
、
波
多
野
の
発
言
を
不
審
に
思
う
こ
と
や
、
輿
が
う
っ
そ
う
と
し
た
道
に
入
っ
た
時
点
で
自
分
が
こ
れ
か
ら
処
刑
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
悟
る
聡
明
さ
は
、
鎌
倉
本
と
金
刀
本
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
乙
若
の
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
全
く
同
じ
人
物
像
で
は
な
い
。
鎌
倉
本
の
乙
若
は
、
弟
達
だ
け
で
な
く
傅
達
を
も
叱
責
す
る
と
い
う
独
自
の
描
写
が
あ
る
。
乙
若
に
制
さ
れ
た
傅
達
は
、「
各
、
草
村
の
中
に
は
い
入
／
＼
、
声
を
ば
出
さ
ず
し
て
咽
け
る
」
と
尋
常
で
な
い
様
子
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
弟
達
が
斬
ら
れ
た
時
も
「
是
を
見
て
乳
母
共
周
章
迷
走
寄
て
、
頸
を
舁
き
懐
て
声
も
惜
ず
臥
ま
ろ
び
、
も
だ
へ
け
る
」
と
描
か
れ
て
お
り
、傅
達
が
頼
り
な
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
鎌
倉
本
の
波
多
野
は
、
決
し
て
乙
若
達
に
協
力
的
で
は
な
く
、
乙
若
は
傅
に
も
義
通
に
も
頼
れ
な
い
た
め
、そ
の
場
に
い
る
誰
よ
り
も
気
丈
に
振
舞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
気
丈
に
振
舞
い
な
が
ら
も
時
折
、
弱
さ
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
斬
ら
れ
た
弟
達
へ
の
思
い
を
語
る
場
面
で
は
、「
心
武
は
も
て
な
し
振
舞
け
れ
ど
も
、
忍
敢
ぬ
泪
を
押
へ
け
る
こ
そ
哀
な
れ
」
と
、
涙
を
流
す
様
子
や
、
死
ぬ
前
に
述
懐
す
る
場
面
で
も
、「
流
石
に
心
細
げ
也
。
莵
角
す
る
程
に
遙
に
程
も
経
ぬ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
本
で
は
武
家
の
子
と
し
て
精
一
杯
大
人
び
た
振
舞
を
す
る
中
、
時
折
見
せ
る
涙
や
弱
さ
が
十
三
歳
と
い
う
少
年
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
金
刀
本
の
乙
若
は
言
動
か
ら
鎌
倉
本
よ
り
も
荒
さ
を
感
じ
る
。
形
見
に
名
前
を
書
き
付
け
る
場
面
で
は
、
自
分
の
指
の
先
を
「
喰
切
て
、
流
る
ゝ
血
を
以
、
面
々
の
名
を
書
付
」
と
描
写
さ
れ
て
い
た
り
、
乙
若
の
発
言
に
「
か
は
」
と
強
調
す
る
言
葉
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
な
ど
、
語
気
の
強
さ
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
弟
に
対
し
て
の
思
い
が
強
く
感
じ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
弟
達
へ
の
思
い
を
吐
露
す
る
場
面
で
「
泪
を
雨
落
々
々
と
お
と
し
て
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
り
、
最
後
に
乙
若
が
念
仏
を
唱
え
る
場
面
で
は
、「
頸
も
な
き
む
く
ろ
の
う
つ
ぶ
し
た
る
中
を
、
な
つ
か
し
げ
に
か
き
わ
け
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
弟
を
思
う
気
持
ち
は
諸
本
の
中
で
最
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
弟
達
が
生
き
て
い
る
時
の
乙
若
が
泣
く
場
面
で
は
頻
り
に
「
忍
」
ぶ
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
が
、
弟
達
の
死
後
は
堪
え
切
れ
ず
涙
を
流
す
姿
が
描
か
れ
る
。
滝
澤
氏
が
「
金
刀
比
羅
本
で
は
、
精
一
杯
大
人
び
て
も
大
人
に
な
り
き
れ
な
い
十
三
歳
と
い
う
少
年
の
心
の
機
微
を
書
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
と
言
え
る）（1
（
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
金
刀
本
の
作
者
が
乙
若
の
心
情
描
写
に
力
を
注
い
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
五
　
お
わ
り
に
今
回
「
幼
息
最
期
譚
」
の
改
作
箇
所
と
乙
若
の
人
物
像
か
ら
各
諸
本
作
者
の
意
図
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に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
来
話
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
幼
い
子
供
達
を
襲
っ
た
悲
劇
と
、
幼
い
な
が
ら
も
源
氏
の
男
児
と
し
て
潔
い
死
を
遂
げ
た
乙
若
で
あ
る
は
ず
が
、
改
作
の
結
果
話
の
中
心
が
傅
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
に
も
傅
や
波
多
野
、
乙
若
も
そ
う
で
あ
る
が
、
半
井
本
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
人
物
描
写
、
心
理
描
写
に
力
を
注
い
で
い
る
物
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
は
物
語
の
悲
劇
性
を
高
め
る
と
い
う
点
で
効
果
を
発
揮
し
、
金
刀
本
で
は
そ
の
悲
劇
性
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
古
活
字
本
で
は
言
葉
数
を
尽
く
し
て
悲
劇
性
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
図
は
感
じ
ら
れ
ず
、
子
供
達
か
ら
涙
の
描
写
を
削
除
す
る
こ
と
で
乙
若
に
理
想
の
姿
を
投
影
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
梶
原
正
昭
氏
に
よ
っ
て
十
五
世
紀
後
半
～
十
六
世
紀
前
半
に
お
い
て
流
布
本
『
保
元
物
語
』
が
「
諸
侍
の
子
息
た
ち
に
読
ま
せ
る
べ
き
も
の
」と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る）（1
（
。
つ
ま
り
、
流
布
本
系
統
の
改
作
は
教
訓
的
意
図
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
流
布
本
系
統
と
同
時
代
の
室
町
後
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る『
ふ
な
を
か
や
ま
の
物
語
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
保
元
物
語
』「
義
朝
幼
少
の
弟
悉
く
失
る
る
事
」「
為
義
の
北
の
方
身
を
投
げ
給
ふ
事
」
を
基
礎
と
し
、
乙
若
と
天
王
の
二
極
化
、
乙
若
の
発
言
に
含
ま
れ
る
無
常
観
、
義
通
自
害
な
ど
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
構
想
は
金
刀
本
や
流
布
本
系
統
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
本
間
に
多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の
人
の
興
味
、
関
心
が
幼
息
最
期
譚
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、『
ふ
な
を
か
や
ま
の
物
語
』
の
よ
う
に
『
保
元
物
語
』
か
ら
脱
し
て
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
る
御
伽
草
子
が
製
作
さ
れ
る
な
ど
広
が
り
を
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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